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2006年度「産業と環境」国際シンポジウム
持続可能なライフスタイルとビジネスモデルを求めて

～「持続可能な消費と生産」の政策動向～

最初に、私が今まで研究してきたことをみなさん
に紹介する場を提供してくださったIGES関西研究セ
ンターにお礼を申し上げたいと思います。私は開発
途上国におけるリサイクルについてお話しいたしま
す。開発途上国のリサイクルはどのように行われて
いるのか、最近の事例、そして３Ｒの取り組みによ
る持続可能な消費と生産の推進に、どのように貢献
しているのか、といったことをお話しようと思いま
す。

3Rについてはすでに郡嶌先生からお話がありまし
たので、私からはお話しせず、開発途上国でどのよ
うな3Rが行われているのかということをお話したい
と思います。これは国によって様々で、先進国、例
えば日本やヨーロッパ、アメリカでは多く、住民や
企業が紙、プラスチック、金属、といった資源を分
別する、市による取り組みがたいていは行われてい
ます。それらの資源を別々の箱やビニール袋に入れ

て出し、それを市が分別回収します。その後、分別、
処理が行われ、リサイクル業者に回されるというの
が一般的だと思われます。ところが開発途上国では
状況はまったく違っており、それを具体的にご紹介
しようと思います。

まず、ほとんどの開発途上国において、固形廃棄
物の管理が深刻な問題になっているということをお
話しておきたいと思います。多くの都市で、自治体
予算の50％もの費用が、廃棄物管理に費やされてい
ますが、多くの場合、排出される廃棄物の半分も回
収できておらず、回収率は80％以下です。回収でき
ていないという状況も深刻ですが、回収されたとし
ても、その処理が空き地への投棄という形で行われ
ており、しかも、どの空き地にでも投棄され、汚染
管理措置など何もなしで行われているのです。この
ような、廃棄物の不十分な回収と不適切な処理は、
貧困層に偏った影響を与え、人々の健康や環境に対
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して深刻な汚染問題や危険を生じさせる結果となっ
ています。

インフォーマルセクターにおけるリサイクルにつ
いてお話ししたいと思います。この、インフォーマ
ルセクターにおけるリサイクルこそ、開発途上国で
行われているリサイクルの現状なのです。基本的に
この作業をしているのはごみ拾い人と呼ばれている
人たちです。ごみ拾い人たちにとって、廃棄物のな
かから資源を回収することは生き抜くための手段に
なっています。農村部から都市部に移住してきたば
かりで他に仕事が見つからない人々、夫を亡くし、
何の技能もなく、又は生計を立てる手段のない寡婦
などによく見受けられます。失業者も同様で、職を
失った人々は、餓死するか、さもなければ廃棄物の
中から資源を集めてリサイクルするしかないので
す。高齢者も多くいます。多くの開発途上国には年
金制度がなく、貧困層のための社会保障は何もあり
ません。多くの場合、高齢者も生きていくためには
何かしなくてはなりません。リサイクルは、そういっ
た人々が生き延びていくためのお金を、わずかでは
あるが手に入れることができる手段の一つなので
す。

世界銀行の推定では、開発途上国の都市人口の約
１％が、廃棄物から資源を回収することを生計の手
段としています。つまり、ごみ拾い人は、世界全体

で約1500万人にのぼるということであり、相当な経
済効果があるといえます。世界銀行の推定では1500
万人となっていますが、その経済効果は、産業に提
供される原材料の価値に換算すると年間数千億ドル
になると私は見込んでいます。これほどの経済効果
があるにもかかわらず、ごみ拾い人は通常、廃棄物
管理計画や持続可能な消費・生産戦略の範囲に入れ
られていないのが現状です。

この経済活動がいかに大きなものであるか、もう
少しお話ししましょう。インドでは約100万人のご
み拾い人たちが廃棄物から資源を回収しており、そ
の経済効果は年間約３億ドルと推定されます。ラテ
ンアメリカ最大の国ブラジルでは、ブラジルの企業
が再利用している資源の90％は、ごみ拾い人によっ
て回収されたものだと言われており、彼らのおかげ
で、回収・廃棄が必要とされる廃棄物量の20％が削
減されています。これだけの量の廃棄物を回収しな
くて済んでいる分、市財政からの支出が抑えられて
いるのです。ブラジルではごみ拾い人によって国内
で消費されるアルミ缶の85％が回収されており、こ
れは世界で３番目に高い回収率です。紙の回収率は
16％、PETの回収率は21％、ガラスの回収率は40％
となっています。
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インドネシアのジャカルタの状況を紹介しましょ
う。ジャカルタのごみ拾い人は約３万7000人で、都
市ごみの４分の１を回収しています。これは年間37
万8000トンに当り、同市は１カ月当たり約30万ド
ルが節約できているという計算になります。リサイ
クル紙の回収率は90％で、こういったことを統合す
ると、年間５千万米ドルを超える経済効果があると
いえます。

ごみ拾い人たちは、こうして社会や環境に貢献し
ているにもかかわらず、多くの問題に直面していま
す。日常的にごみを触っているため、まず、健康面
で深刻な危険にさらされています。この種の仕事を
まるで理解していない当局関係者から搾取を受け、
抑圧され、また社会からも拒絶されています。しか
し、こういったごみ拾い人たちを支援することは、

持続可能な開発の理想的な事例になりうると私は考
えています。まず雇用を創出することができます。
貧困を減らし、都市がごみの回収と廃棄に費やすコ
ストを節約し、埋立地や投棄用地を延命させること
ができ、安価な原材料を企業に供給し、天然資源を
保全し、環境を守ることができるのです。

ここ数年、ごみ拾い人たちは組織化する方向で非
常に精力的な活動を展開してきました。自分達の労
働環境や生活環境の向上に関して、個人でできるこ
とは少ないが、みんなが力を合わせればできること
があるということを皆知っているのです。その活動
について紹介します。基本的に、組織化の形態は次
の3つです。協同組合、零細企業、及び当局との共
同による官民パートナーシップ。
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協同組合という形態で、もっとも活発な動きを見
せているのは、コロンビアとブラジルです。コロン
ビアのごみ拾い人たちの組織化は20年ほど前から始
まりました。現在では100を超える協同組合から成
る全国組織が存在するほどで、重要な目標も達成す
ることができました。例えば、ごみ拾いは合法的な
活動であると政府からようやく認められ、ごみ拾い
人たちも社会的に認知されるようになったのです。
業務革新、新製品、新サービスなどを開発した協同
組合は、政府から表彰されることもあるということ
です。ブラジルでは500の協同組合、６万人のメン
バーが集まって、全国的な運動が展開されています。
１年ほど前にはラテンアメリカのごみ拾い人ネット
ワークが立ち上げられ、アルゼンチン、ウルグアイ、
中央アメリカ、メキシコの代表者が一堂に会しまし
た。

成功を収めている協同組合の事例を2つ、手短に
ご紹介します。一つ目はブラジルのASMAREで、
ASMARE は、1988年に、それまで街のごみ拾い人
たちによって設立されました。現在380名のメンバー
を有し、その半分以上が女性です。1カ月に500トン
の資源を回収しており、主なものは紙、段ボール、
プラスチック、金属です。

協同組合結成前とどこが違うかというと、以前は
大型のごみ収集箱をあさって、ビニール袋の中に手
を突っ込んではリサイクル可能な資源を集めていた
のですが、現在は、資源分別プログラムを実施して
います。学校、企業、住宅、オフィスビルなどと協
力することで、生産性が上がり、資源の分別に費や
す時間も削減できるようになりました。こうして今
ではブラジルの最低賃金の６倍もの賃金を稼げるよ
うになったのです。この協同組合の発足前後で賃金
を比較してみると、収入は４倍に膨らみ、所得の向
上という大きな成果がありました。所得以外にもメ
ンバーは、研修・訓練、融資、奨学金制度等のメリッ
トも得ることができました。現在このASMAREはブ
ラジル国内だけでなく他のラテンアメリカの国々で
も、協同組合のモデルになっています。ごみ拾い人
が組織化されることで理想的な形になることができ
るかということを示す１例といえます。

これはフィリピンのマニラです。この種の活動に
関与している人々は健康に危険を伴っているという
ことがお分かりいただけるでしょう。組織化されれ
ば、また状況も変わってくるのです。

あまり鮮明な写真ではありませんが、左の黄色い
Ｔシャツを着た女性はASMAREのメンバーです。こ
の協同組合は周辺地域を回り、分別して出された資
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源を集めて回っています。メンバーは分別されてい
ないゴミに触れる必要はなく、おかげで健康への危
険度は低下し、所得は向上しました。この写真は、
メンバーが回収してきた資源の重さを量っていると
ころです。

ASMAREには処理機械もあり、自分達で資源処理
を行うことができます。ここで処理しているのは段
ボールです。これ以上の作業をしているケースもあ
り、資源に価値を付加しているといえます。再生紙
の製造をすることさえあります。プラスチックで家
を建てたりすることもあります。リサイクルをして、
小規模な製造業を営んでいるのです。

もう１つ、成功を収めている協同組合が、日本か
らも近いフィリピンにあります。Linis Gandaはか
つてごみ拾い人だった人々 1500人超を雇用し、１ヶ
月に再生可能な資源を4000トン回収しています。日
給は最高20ドルで、フィリピンにおける所得を考え
るとかなりの高額といえます。

Linis Gandaのメンバーです。ご覧のように、全
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員緑色のシャツを着ています。Linis Gandaはこの
仕事を誇らしいものにしようと努めています。メン
バーは清潔で、ユニフォームを着用しています。

メンバーはこのようなカートを使って、決められ
たコースを回っています。その日程は住民に知らさ
れています。各メンバーが回るコースが決められて
おり、毎週、担当地域を回り、分別された資源を買
い取るのです。たとえばガラスの壜や紙、その他の
資源がいくらぐらいで買い取ってもらえるかを住民
は知っており、行き違いが生じることはありません。
ひとつの市場になっているといえるでしょう。

マニラにはパシグ川や運河が流れています。最初
にお話ししたように、市によるごみ収集サービス
を受けていない人はたくさんいます。運河のそばに

住んでいる人々は、ごみを運河に捨ててしまい、運
河の川面に資源がたくさん浮いているという状態に
なっています。メンバーは小さなボートに乗って、
浮いている資源を回収、分別し、リサイクル業者に
売却します。

２つ目の形態として零細企業があります。１つだ
け事例をご紹介しましょう。メキシコシティでは、
市によるごみ収集が行われていない地域において、
何百人という人たちがごみの回収を行っています。
彼らは住民からごみ収集料を徴収しています。ごみ
を回収した後、再利用可能な資源だけを分別し、売
却します。このやり方で、彼らは最低賃金の７倍も
のお金を手に入れることができています。
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これはそういった人たちの写真です。ロバの荷車
を使っていますが、馬も使われています。手押し車
や小型トラックを使っている場合もあります。

３つ目の形態は官民パートナーシップで、組織化
されたゴミ拾い人たちが市とある種のパートナー
シップを結ぶというものです。このリサイクル工場
はブラジルのプエルトアレグレ市が建設したもので
す。工場の建設は市が行いましたが、運営はごみ拾
い人の協同組合が行うというものです。工場で働い
ている人は全員、この協同組合のメンバーで、工場
の管理と運営を行っています。資源を再生し、加工
したものを企業に売却します。この活動で、同市で
排出される廃棄物の約５％をリサイクルしていま
す。

これはコロンビアの官民パートナーシップの例で
す。この車は市の所有ですが、ここにいる、青いユ
ニフォームを着た３人は、協同組合のメンバーです。
彼らは市と契約を結び、コロンビアのカリ近郊の一
定エリアに限って、このサービスを提供しています。
このグループがこの特定のエリアでゴミを回収する
のにかかるコストを他の民間企業と比較すると、大
企業よりも少ないコストでサービスを提供している
ことになります。

これは別の地域です。これもコロンビアで、再生
可能資源の回収を行っています。紹介してきた事例
はどれも、様々な資源が混ざった混合廃棄物を回収
していましたが、この事例では、再生可能な資源だ
けを回収しています。彼らも市と契約を結んでいま
す。

組織化することで得られるメリットの1つがよく
現れている写真だと思います。隔年で協同組合の総
会が開かれており、これは数年前に開催された総会
の写真です。組織化し、当局に圧力をかけることで、
法律を変えることに成功しました。先にも述べたよ
うに、今や彼らの活動は合法的であり、政府から信
頼と賞を受けることができるようになりました。

20
20

スライド⑳

21
21

スライド㉑

22
22

スライド㉒



104

2006年度「産業と環境」国際シンポジウム
持続可能なライフスタイルとビジネスモデルを求めて
～「持続可能な消費と生産」の政策動向～

105

組織化されることのメリットとして、このような
事業を展開することができる、ということもありま
す。これはコロンビアの首都ボゴタで実施されてい
るプログラムで、要は子供のための託児所です。こ
こに写っている子供たちはみな、ゴミ拾い人たちの
子供です。この事業の目的は、ごみ拾いに従事する
児童労働を減らし、子供たちにゲームやレクリエー
ション、教育、歯や健康のケアを施し、子供たちの
将来を親たちよりも良いものにすることにありま
す。

結論として、開発途上国のリサイクル活動はゴミ
拾い人に依存している、ということを申し上げたい
と思います。先進国のリサイクルシステムとは異な
りますが、開発途上国のリサイクルシステムもまた、
経済を土台にしたものです。先進国のリサイクルシ

ステムのコストは高く、必ずしも経済的に見合うも
のにはなっていません。しかし開発途上国では、シ
ステム全体が経済的な面でもうまく機能しており、
このシステムに関与している人たちすべてがお金を
得ることができています。この背景にあるのは、ご
み拾いに関与している人々の貧困と失業、貧困層の
ための社会保障の欠如、そしてなんと言っても、安
価な原材料に対する企業の需要があります。従事す
る人々の多くが低水準の所得しか得られていない原
因として、中間業者による搾取と抑圧的な政策が考
えられます。

ただし、組織化されることで、先ほどコロンビア
の事例でお話ししたように、中間業者を飛び越え、
抑圧的な政府の政策を変えることが可能となるので
す。ごみ拾いは、雇用を創出し、貧困を緩和し、都
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市環境の整備を助け、埋立地の寿命を延ばし、企業
の競争力を高めることができるのであり、それはつ
まり、より持続可能性の高い消費と生産につながる
のです。したがって、まだ見受けられるごみ拾い人
と対立する公共政策を掲げるのではなく、彼らを支
援し、労働環境と生活環境を向上できるようにして
いくべきなのです。ご静聴ありがとうございました。
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